
たかまつだより Ｎｏ,６９ 

  

  

≫≫ 「たかまつだより」は、地域企業の協賛をいただいております ≪≪ 

 

10
月
11
日
（
土
）
公
民
館
の
駐
車
場
脇
に
新
し 

く
作
っ
た
耐
火
煉
瓦
の
ピ
ザ
窯
で
、
ピ
ザ
を
作
る
野 

外
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ
っ
た
た
め
、
ピ
ザ
を
焼
く 

以
外
は
館
内
で
実
施
し
ま
し
た
。
ピ
ザ
生
地
を
作
る 

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
生
地
を
発
酵
さ
せ
て
い
る
時
間 

は
昔
遊
び
や
、
火
起
こ
し
器
体
験
を
し
ま
し
た
。 

 

発
酵
し
て
膨
ら
ん
だ
生
地
を
伸
ば
し
、
好
き
な
具 

 
 

 
 

 
 

 

材
を
の
せ
て
、
ピ
ザ
窯
で
焼
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
べ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
満
足
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
。 

『
高
松
ま
つ
り
開
催
』 

 

11
月
９
日
（
日
）
高
松
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

雨
が
強
ま
っ
た
り
、
弱
ま
っ
た
り
の
悪
天
候
の
中
、 

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

屋
外
で
は
、
焼
き
そ
ば
や
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど 

お
馴
染
み
の
模
擬
店
に
加
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
学 

生
・
高
校
生
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

館
内
で
は
早
く
か
ら
芸
座
の
音
が
聞
こ
え
、
ま
つ
り 

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
屋
外
で
行
わ
れ
る 

予
定
だ
っ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
館
内
で
行
わ
れ
、
あ
ん 

ば
囃
子
や
舞
踊
、
小
・
中
・
高
校
生
の
キ
レ
キ
レ
の
ダ 

ン
ス
と
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ 

う
か
。 

 

作
品
展
も
幼
稚
園
児
か
ら
大
人
の
作
品
ま
で
力
作
揃 

い
で
、
な
か
で
も
夏
の
「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」
に
ち
な
ん 

だ
作
品
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た 

の
だ
ろ
う
と
感
激
で
し
た
。
そ
の
他
、
体
験
コ
ー
ナ
ー 

な
ど
も
好
評
で
し
た
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
充
実
し
た
「
高
松
ま 

つ
り
」
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
駒
田
記
者
） 

 

発行・編集：高松地区まちづくり委員会広報記録部会・高松公民館 

 

足
元
の
悪
い
中
、
「
高
松
ま
つ
り
」
に
多
く 

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
週
末
に
雨
が
降
り
、
６
月
の
梅
雨
よ 

り
秋
雨
が
降
る
日
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て 

お
り
ま
す
。
「
た
か
ま
つ
だ
よ
り
」
も
、
今
年 

は
連
載
記
事
も
取
り
入
れ
、
少
し
は
進
化
し
た 

よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
し
新
し
い
企
画
が
ご
ざ 

い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い 

で
す
。 

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、 

く
れ
ぐ
れ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
な
ど 

に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
田 

～ 
編
集
後
記 

～ 

～
参
加
者
募
集
の
お
し
ら
せ
～ 

『
新
春 

高
松
か
る
た
大
会
』
開
催 

日
時 

令
和
八
年 

一
月
十
七
日
（
土
） 

 
 
 

午
前
九
時
～
十
二
時 

部
門
別 

◎
幼
児
の
部 

 
 
 
 

◎
小
学
校
低
学
年
の
部 

 
 
 
 

◎
小
学
校
高
学
年
の
部 

 
 
 
 

◎
シ
ニ
ア
・
一
般
の
部 

※ 

参
加
希
望
の
方
は
高
松
公
民
館
に 

 
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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秋
晴
れ
の
下
、
下
塙
地
区
か
る
た
の
名 

所
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
を
し
て
環
境
美 

化
に
取
り
組
む
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
約
60

名
の
参 

加
者
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
仮
装
で
、
ウ 

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
雰
囲 

気
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
積
極
的
に 

参
加
し
た
」
と
い
う
声 

が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
そ
な 

エ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

「
東
京
直
下
72
時
間
ツ
ア
ー
」
で 

は
、
地
震
が
お
き
て
か
ら
72
時
間
、 

３
日
間
を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要 

な
事
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
防
災 

 
 

 

ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な 

 
 

 

が
ら
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

健
康
増
進
部
初
め
て
の
事
業
、
「
高
松
ス
ポ
ー
ツ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
、
体
力
測
定
、
ス
ポ
ー
ツ 

吹
き
矢
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
４
つ 

の
コ
ー
ナ
ー
を
、
約
70
名
の
参
加
者
が
挑
戦
し
ま
し 

た
。
な
か
で
も
高
松
タ
イ
ツ
マ
ン
と
タ
イ
ツ
ち
ゃ
ん 

が
対
決
す
る
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
人
気
が
集
ま
り 

ま
し
た
。 

 

初
代
南
極
観
測
船 

「
宗
谷
」
見
学
と
お 

台
場
を
散
策
し
て
き 

ま
し
た
。 

「
宗
谷
」
の
船
内
見 

学
で
は
、
昭
和
の
時 

代
に
思
い
を
寄
せ
て 

懐
か
し
む
声
が
あ
り 

 
 

 

ま
し
た
。 

南極観測船「宗谷」の船内 

 

９
月
６
日
（
土
） 

地
区
住
民
と
中
学
校
の
合
同
体 

育
祭
『
た
か
ま
つ
飛
翔
祭
」
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

心
配
さ
れ
た
暑
さ
は
そ
れ 

ほ
ど
で
も
な
く
、
体
育
祭
日
和
の 

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
中
学
校
・
住 

民
種
目
合
わ
せ
て
12
種
目
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

 

地
区
優
勝
は
粟
生
地
区
、
中
学 

校
優
勝
は
朱
雀
団
で
し
た
。 

ゴミもたくさんひろいました！ 

みゃくみゃく？ 

ドラキュラ？ 

カワイイ 

まほうつかい 

魔女３人組 

青龍団 

朱雀団 

粟生地区優勝！ 

マルチバトル 

もみ運びリレー ブロックわたし 

シニアVS子どもたち 

人気の焼きそば 

フランクフルト職人PTAの皆さん 

チョコバナナきれいに並んでます 

高校生ブースは缶バッジ作り 
とスーパーボールすくい 

絵手紙体験コーナー 幾何文様器 
11/4に実施した 

寄せ植え講座参加者の作品 着付け展示 



１1/1 高松学園文化祭「松輝祭」 

 11月1日（土）高松学園文化祭「松輝祭」が行われました。 

 今年度は吹奏楽部の演奏から始まり、各学年ブロックの 

合唱、小学部・中学部それぞれの全校合唱が行われ、それ 

ぞれの違った美しさを感じられる発表となりました。 

 小学部各学年からは、音読劇や「九九のうた」、実験を 

交えたパフォーマンス、英語劇など、今までに学習してきたことを 

生かしたすばらしい発表となりました。中学部からは、英語プレゼンテー 

ションフォーラムや、３学年による創作動画の発表があり、その出来栄えで 

会場を沸かせていました。また、有志によるダンス動画や空手の演武、 

歌など、盛り沢山の内容でした。 

 今年度のテーマ「創～絆と笑顔で奏でる 

青春ハーモニー」にふさわしい、児童生徒 

たちの笑顔と感動あふれるたくさんのシー 

ンを創り出した松輝祭でした。 

10/21 県東地区駅伝大会 

 10月21日(火)県東地区駅伝大会が行われました。 

天候にも恵まれ、風が穏やかで体感温度もちょうど良く、 

絶好の駅伝日和となりました。夏から継続して練習を重 

ね、当日は各自がベスト 

タイムを大きく更新する 

活躍を見ることができま 

した。大会後には、次年 

度に向けての前向きな抱 

  負を聞くことができ 

     ました。 

 9/29～10/9 県東地区新人体育大会 

 9月29日(月)から10月9日(木)の日程で、県東地 

区新人体育大会が行われました。新チームによるこ 

の夏の成果と、総体に向けた課題を見つける良い機 

会となりました。男子ソフトテニス（個人）、柔道 

（個人）は県東地区大会を勝ち上がり、県大会に出 

場しました。 

吹奏楽部の演奏 

英語プレゼンテーション 
        フォーラム 

創作動画の発表 

有志発表 

空手演武 

合 唱 

1年  音読劇「くじらぐも」 

2年 「九九の歌」 

6年 「The Gigantic Turnip～大きななかぶ英語劇」 

3年「鹿嶋で発見！ひらけ！ 

      科学のトビラ！」 

4年 「防災×カルタ=未来を守る遊び」 

4年生 

３年生 

３年生 

5年「ふだんのくらしをしあわせに ユニバーサルデザインクイズ」 



Ｑ：今回の「たかまつびと」は、粟生地区にお住いの細谷 智さ 

 んをご紹介します。 

 細谷さんには、高松公民館の事業に多方面でご協力いただい 

 ています。まず、高松公民館事業に関わるようになったきっ 

 かけを教えていただけますか。 
 

Ａ：妻が以前から高松まちづくり委員として活動していて、楽 

 しそうにしていたのがきっかけです。 
 

Ｑ：そうだったのですね。10月11日（土）に開催した、子ど 

   も約３０人を対象とした「ピザ作り教室」にも参加いただき 

 ました。ご自宅でもピザ作りをされていると伺いましたが？ 
 

Ａ：（笑）それは私ではなく妻です。私は、手伝いをしている 

 だけです。今回、耐火煉瓦で手作りしたピザ窯でピザを焼く 

 というので、焼く作業のお手伝いとして参加しました。 
 

Ｑ：今年度、地域づくり部会の新事業として細谷さんがリー 

 ダーとなり「ひまわり迷路」を作りました。初めての試みで 

 咲き揃ったひまわりが好評でした。事業を振り返ってのご感 

 想をお願いします。 
 

Ａ：旧高松小学校の横に、美化活動の一環として、地域づく 

 り部会が中心に始めたコミュニティガーデンの水やりの際、 

 校庭を見るたびに空き地のままではもったいないと感じて 

 いました。そこにひまわりの迷路があれば、地域の皆さん 

 が楽しめるし、美化にも繋がるのではないかと思ったので 

 す。現実には多くの協力が必要でしたが、高松地区まちづ 

 くり委員や学校関係者の皆さんが、協力してくださる環境 

 があり、実現できると確信しました。実際に取り組んでみ 

  

 

 ると、公民館職員の 

 方々には準備や管理 

 などで大きな負担を 

 かけてしまいました。 

 次回実施する機会が 

 あれば、運営面でも 

 う少し工夫が必要だ 

 と思っています。 
 

Ｑ：もう一つお伺いします。今年6月14日に実施された防災 

 訓練では、防災士として高松小中学校の児童・生徒を対象 

 に、防災に関する講話をしていただきました。資格を取得 

 した経緯を教えて頂けますか。 
 

Ａ：１９９５年に起きた阪神淡路大震災をテレビで見て、近代 

 都市が地震に見舞われる様子に大きな衝撃を受けました。それ 

 をきっかけに災害対応に関心を持ち、「防災士」という資格が 

 あることを知りました。調べてみると、「いばらき防災大学」 

 という受講料無料の制度があることを知り、それを活用して資 

 格を取得しました。資格を取ったのは最近の事ですが、取って 

 間もなく公民館から講話のお話をいただきました。今回、機会 

 をいただけたことに感謝しています。また私自身も、講話の準 

 備を通して近隣地域が昭和初期まで頻繁に増水による災害があ 

 ったことを知ることができました。今後も機会があれば、 

 皆さんと一緒に学びを深めていきたいと思っています。 
 

Ｑ：貴重なお話をありがとうございました。今後とも、公民館事 

 業へのご協力を宜しくお願いします。 

 

   ねえねえ。高松公民館の近くに 

  「史跡 比屋久内遺跡
び や く う ち い せ き

」っていう看板を 

  見つけたよ！これはどんな遺跡なの？ 

  高松かるたの「鉄
かな

クソの語る比屋久内 

  製鉄跡」ってここのこと？ 
 

       元気くんこんにちは。比屋久内遺跡を見つけたんだね。 

    その通り！そこは、高松かるたによまれている比屋久内 

      遺跡だよ。比屋久内遺跡は、古代…奈良・平安時代の頃 

       の〝たたら製鉄の遺跡″と言われているの。製鉄…つまり 

  鉄を作っていた場所だね。 
 

   え!? 奈良・平安時代!?  

   そんなに昔からここで鉄を作っていたの？ 
 

       そう。比屋久内遺跡は当時の海岸線からおよそ３㎞の場所 

    にあるけれど、浜で取った砂鉄を使って鉄を作っていたと 

       考えられているの。昭和５６年に行った発掘調査では、平 

       安時代後期の炉の跡が確認されていて、谷から吹き上げる風 

       を利用した半地下式構造の炉だったと考えられているのよ。 
 

   へー！ 
 

       かるたによまれている「鉄クソ」って「鉄くず」…少し 

   難しい言い方だと「鉄滓
てっさい

」のことなんだけれど、発掘調査の 

  時に出土した鉄滓を科学分析した 

  ところ、砂鉄が原料であるという 

  事も確認されているんだって。 
 

          へえ。高松地区ってすごく歴史 

          があるんだね。 
 

         そうだね。比屋久内遺跡は木滝だけど、佐田の春内遺跡 

          からも製鉄に関係するものが見つかっているんだよ。 

  それがこちら！どきどきセンターの第ニ展示室に展示して 

          ある「羽口
は ぐ ち

」！比屋久内遺跡は砂鉄から 

          鉄を作っていた場所だけど、春内遺跡は、 

          溶かした鉄を更に打ち叩いて精錬・鍛錬 

          する鍛冶工房跡。羽口はその鍛冶炉に取 

          り付けられていた送風口なの。 
 

                   これ、奈良・平安時代の人達が使っ 

  てたものなの？そんな昔のものを今こうして見られるなん 

  てすごいね！今日は、比屋久内遺跡のお話を聞けて、平安 

  時代の道具も見れて良かったです。 
 

   今日はどきどきセンターに遊びに来てくれてありがとう。 

   ぜひまた遊びに来てね～。 

 

細谷さんの趣味はバイクツーリング 
 猛暑の中スタートした2学期も、子ども達は暑さ 

に負けず様々な活動を楽しみました。 

 元気いっぱいやり遂げた運動会は、大玉転がしや 

バルーンなど、初めての種目にも盛り上がりました。 

今年は高松中学校3年生のボランティアに助けてい 

ただき、親子で思い出に残る運動会になりました。 

ボランティアの中学生のみなさんありがとうござい 

ました。 

 園外保育では神栖神之池緑地公園で秋を 

全身に感じて楽しみました。初めて見る遊 

具にも友達と協力しながら遊んだり、ドン 

グリを沢山拾ったりして大満足の笑顔がい 

っぱいでした。 

 アセンディアの青木剛選手に教えて頂い 

たフットゴルフ、みんなで育てたサツマイ 

モの収穫、拾ってきたドングリでの制作や 

   秋の虫探しなど、短い秋を存分に満喫 

 しました。 

 今年初の試みで親子参加の秋祭り（佐田ディズニー祭り）を 

開催しました。自動販売機から射的、ヨーヨー釣り、くじびき 

と盛りだくさんのコーナーを親子で回り、フォトスポットでは 

プロップスを付けてディズニーのキャラクターになりきり、記 

念写真を撮りました。素敵な親子写真が撮れましたね。園庭で 

は年長さんのお神輿や「爽涼鼓舞」の遊戯を披露。そして最後 

は３･４歳児を中心に「ジャンボリミッキー」をみんなで元気いっ 

ぱい踊りました。親子で楽しい時間を過ごすことができました。 

9/17 《秋まつり》 

10/28 《スポーツ推進事業》 

 鹿島アセンディアやスポーツ推進委員の方が来園 

して、ライン鬼やフットゴルフ、ボッチャにラダー 

ゲッターと4種目を交代しながら教えてもらいまし 

た。はじめは緊張していた子どもたちですが、何度 

かやっていくうちに慣れていき、笑顔を見せながら 

楽しむことができました。教えていただいたことを 

保育のなかでも取り入れていきたいです。 

 11/5 《電車遠足》 

 楽しみにしていた電車遠足。 

電車に初めて乗った子も多く、 

窓から見える景色に大興奮。 

景色を見ながら友達との会話 

も弾み、あっという間に成田 

ゆめ牧場に到着。ゆめ牧場ではヤギやひつじたちと 

触れ合ったりエサをあげたりとお世話を楽しみました。アスレチックや芝滑りも 

体験しました。最初のうちは緊張していた子どもたちも最後は笑顔で滑ることが 

できました。たくさん遊んだ後のお弁当は格別だったようで、あっという間に食 

べてしまいました。最後にトラクターにも乗り大満足の子どもたちでした。 

10/31《佐田シニアクラブとの交流》 
 佐田シニアクラブのみなさんに 

遊戯を披露したり、触れ合い遊び 

をしたりして、楽しい時間を過ご 

しました。 
（ 羽口 ） 


